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り
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8
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

行政にとって住民の健康保持・増進は、まちづくり

を進める上での重要な要素であり、行政運営の根幹に

関わる課題です。安来市では、健康診査や特定感染症

に対する予防接種、各種がん検診など、病気の発症を

未然に防ぐための施策に積極的に取り組んでいます。

このうち、市独自の取り組みとしては、脳健診の費

用助成について、今年度から定員枠を拡大して 50 人

多い 200 人としたほか、子育て支援策でもある子ども

の医療費無料化についても、７月から対象を「０歳以

上小学校３年生まで」に拡大する支援策を実施してい

ます。

さらに、今般の風しんの流行を受け、ワクチン接種

に対する費用助成を創設し、県内でいち早く７月から

申請窓口を開設しました。生まれてくる赤ちゃんを先

天性風しん症候群から守るためにも、今後妊娠を希望

される女性やご夫婦、現在妊娠中の配偶者でいらっしゃ

る男性の方は、ぜひワクチン接種をご検討ください。

日々健康に生活できることの有り難さは、実際それ

が脅かされた時でなければ、なかなか実感できるもの

ではありません。症状がなく何の気なしに受けた人間

ドックや定期健診で、重大な病気の初期症状が発見され、

病状の悪化を食い止めたという話はよく耳にします。

市民の皆さん一人一人の健やかな生活のためにも、

市の行う各種検診や予防接種などを、どうか有効に活

用していただき、自身の体の健康管理に心掛けていた

だきたいと思います。

市
長
が
地
域
に
出
向
き
、
市
が
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
を
紹
介
し
た

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
政
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
た
り
し
ま
す
。

※
自
治
会
や
各
種
団
体
な
ど
の
単
位

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

秘
書
課
秘
書
担
当

℡
23‐

３
０
１
１

〜
市
長
と
語
ろ
う

ま
ち
づ
く
り
座
談
会
〜

歓声と水しぶきが舞い上がる楽しい
プールのお時間です。女の子が「見て
て」と、勢いよく“ザパーン”とダイ
ブ。友だちが心配そうに見つめている
と、水の中から得意顔がひょっこりと
顔を出しました。
・撮 影 日 ６月９日
・撮影場所 安来保育所

今月の表紙
「楽しい水遊び」

ままちちづづくくりり座座談談会会のの様様子子
（（77月月1100 日日山山佐佐地地区区ににてて））

長

信

まちづくりは

市民の健康から

市

短

２



現
在
の
安
来
市
民
会
館
は
、
昭
和
４２
年
の
し
ゅ
ん
工
か

ら
４５
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

建
て
替
え
が
必
要
な
状
況
に
あ
り
、
切
川
地
区
へ
移
転

し
て
新
設
し
ま
す
。

●
建
設
検
討
委
員
会
の
概
要

▽
文
化
・
商
工
関
係
団
体
の
代
表
者
、
自
治

会
代
表
者
ら
１３
人
で
構
成
。（
石
橋
富
二
雄

会
長
）

▽
基
本
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
委
員
会
を
５

回
程
度
開
催
し
、施
設
の
規
模
や
機
能
な
ど
、

市
民
会
館
の
基
本
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。（
第
１
回
は
７
月
３
日
開
催
）

●
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

▽
平
成
２５
年
度
…
基
本
計
画
策
定
・
基
本
設

計▽
平
成
２６
年
度
…
実
施
設
計

▽
平
成
２７
年
度
…
着
工

▽
平
成
２８
年
度
…
し
ゅ
ん
工

基本計画策定の参考とするために、「市民ワーク

ショップ」を３回程度開催し、市民の皆さんのご意

見を検討委員会の中に取り入れていきます。

現
在
、
市
内
の
中
学
校
で
給
食
が
未
実

施
で
あ
る
４
校
（
第
一
・
第
二
・
第
三
・

広
瀬
中
学
校
）
に
つ
い
て
、
切
川
地
区
に

共
同
調
理
場
方
式
の
給
食
施
設
（
給
食
セ

ン
タ
ー
）
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
す
べ
て

の
小
・
中
学
校
で
完
全
給
食
（
主
食
、
牛

乳
、
お
か
ず
）
を
実
施
し
ま
す
。

●
建
設
検
討
委
員
会
の
概
要

▽
学
校
関
係
者
や
保
護
者
、
学
識
経
験
者
、

給
食
関
係
者
ら
１０
人
で
構
成
。（
成
相
政
明
会
長
）

▽
基
本
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
委
員
会
を
４
回
程
度
開
催
し
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

（
第
１
回
は
６
月
２７
日
開
催
）

●
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
予
定
）

▽
平
成
２５
年
度
…
基
本
計
画
策
定
・
基
本
設
計

▽
平
成
２６
年
度
…
実
施
設
計

▽
平
成
２７
年
度
…
着
工

▽
平
成
２８
年
４
月
…
稼
働

切川地区開発事業

市市
民民
会会
館館
・・
給給
食食
セセ
ンン
タタ
ーー
のの
建建
設設
検検
討討
委委
員員
会会
をを
開開
催催

「「
基基
本本
計計
画画
」」
のの
策策
定定
作作
業業
がが
スス
タタ
ーー
トト
しし
まま
しし
たた

市市政政トトピピッッククスス
最近の主な動きを

お伝えします

第第１１回回安安来来市市給給食食セセンンタターー建建設設検検討討委委員員会会

切
川
地
区
に
市
民
会
館
と
給
食
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、
「
切
川

地
区
開
発
事
業
」
を
進
め
る
た
め
、
各
施
設
を
建
設
す
る
た
め
の
指
針
と
な
る
「
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
基
本
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
施
設
ご
と
に
建
設
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
策
定
に
向
け
た
作
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

安
来
市
民
会
館
（
仮
称
）
建
設
事
業

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

平
成
２８
年
度
の

し
ゅ
ん
工
を

目
指
し
ま
す

●それぞれの建設検討委員会の状況は、随時、

市のホームページでお知らせします。

第第１１回回安安来来市市民民会会館館建建設設検検討討委委員員会会

平
成
２８
年
４
月
の

稼
働
を
目
指
し
ま
す

３



平
成
２５
年
度
か
ら
平
成
２９
年
度
ま

で
の
５
年
間
の
計
画
と
し
ま
す
。

●
安
来
市
障
害
者
総
合
支
援
協
議
会

を
中
心
と
し
て
、
関
係
団
体
・
機
関

が
協
力
・
連
携
し
て
障
が
い
者
の
支

援
に
あ
た
り
ま
す
。

●
行
政
内
の
保
健
・
福
祉
・
医
療
・

教
育
・
就
労
・
生
活
環
境
な
ど
多
く

の
関
係
部
課
が
互
い
に
連
携
し
合
っ

て
計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会
、
福
祉
施
設
、

医
療
機
関
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
学

校
、
民
間
企
業
、
地
域
な
ど
の
関
係

機
関
、
関
係
団
体
な
ど
と
の
連
携
強

化
に
努
め
、
総
合
的
・
横
断
的
に
施

策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

●
障
が
い
者
や
障
が
い
者
施
策
の
理

解
の
た
め
、
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
各
種
催
し
の
場
な
ど
を
活

用
し
、
計
画
の
理
念
の
浸
透
を
図

り
、
市
民
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
障
害
者
基
本
法
に
基
づ
き
、
安
来

市
が
取
り
組
む
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て
定
め
た
も

の
で
、
こ
れ
ま
で
の
「
安
来
市
障
害
者
基
本
計
画
」

（
計
画
期
間
は
平
成
２０
年
度
〜
平
成
２４
年
度
）
を
引

き
継
ぐ
２
期
目
の
計
画
で
す
。

社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
背
景
に
、
障
が
い
の
あ

る
人
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

第
２
期
の
計
画
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

旧
計
画
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
国
・
県
の
関
連
計

画
や
安
来
市
総
合
計
画
な
ど
と
の
整
合
を
図
り
な
が

ら
策
定
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
本
計
画
の
概
略
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人

を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
（
傾
向
）
に
つ
い
て
一
部

紹
介
し
ま
す
。

差
別
な
ど
を
感
じ
て
い
る
人
は
４

割
で
、
平
成
１９
年
度
に
行
っ
た
調
査

に
比
べ
、
地
域
の
中
で
の
差
別
な
ど

は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
人
間
関

係
や
収
入
面
な
ど
で
差
別
な
ど
を
感

じ
て
い
る
割
合
が
増
え
て
い
ま
す
。

事
業
主
や
従
業
員
・
顧
客
の
理
解

な
ど
、
職
場
全
体
の
理
解
と
相
談
支

援
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
障
が
い
者
自
身
の
就
業
意

欲
を
高
め
る
た
め
の
支
援
に
つ
い
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
で
は
、
希
望
す
る
進
路

に
対
し
て
、「
難
し
い
」「
わ
か
ら
な

い
」
が
約
半
数
を
占
め
、
進
学
や
就

業
な
ど
に
お
い
て
、
進
路
選
択
が
難

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

障がい者基本計画障障ががいい者者基基本本計計画画
を策策策策策策策策策策策策策策策策定定定定定定定定定定定定定定定定しました

「地域の住民とともに支え合う地域社会の実現」を目指します

■
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
か
ら

計
画
の
期
間

計
画
の
推
進
方
法

安来市第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期

差
別
や
偏
見
を
感
じ
て
い
ま
す
か
？

▲

お互いを理解し、

一人ひとりを尊重するまちづくり

▲

障がいの有無にかかわらず、

人権をまもるまちづくり

▲

身近な地域で

必要な相談と支援が受けられるまちづくり

▲

ともに学び、ともに働くまちづくり

▲

住みたい場所で、

地域の人と共生するまちづくり

▲

さまざまなバリアフリーを実現するまちづくり

仕
事
に
就
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
？

障がいのある人もない人も、ともに社

会、経済、文化等の幅広い分野にわたっ

て活動することが本来のあり方であると

いうノーマライゼーションの理念のも

と、障がいのある人が住みたい地域で、

障がいのない人と同じように、安心・自

立した生活を営むことができ、地域住民

とともに支え合う地域社会を実現するこ

とを目標とします。

希
望
す
る
進
路
が
選
択
で
き
て
い
ま

す
か
？

計計画画のの目目標標

計計画画のの理理念念

４



①
理
解
・
啓
発
の
推
進

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念

を
広
く
市
民
や
行
政
関
係
者
、
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
な
ど
に
浸
透
さ
せ
て
い

く
た
め
の
啓
発
活
動
を
充
実
し
ま
す
。

②
福
祉
教
育
の
推
進

小
・
中
学
校
に
お
け
る
福
祉
体
験

な
ど
の
交
流
活
動
を
充
実
し
、
障
が

い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
を
深
め
る
福

祉
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
地
域
行
事

な
ど
は
障
が
い
の
あ
る
人
が
参
加
し

や
す
く
な
る
よ
う
改
善
に
努
め
ま
す
。

③
地
域
福
祉
活
動
の
促
進

身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員
や
民

生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
に
よ
る
相

談
活
動
の
充
実
と
周
知
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体

制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

①
相
談
事
業
の
充
実

相
談
支
援
事
業
者
と
の
連
携
、
地

域
の
団
体
・
組
織
の
協
力
に
よ
る
相

談
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

②
情
報
提
供
の
充
実

市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

行
政
告
知
端
末
な
ど
に
よ
る
情
報
提

供
を
進
め
る
ほ
か
、
個
々
の
障
が
い

の
特
性
に
配
慮
し
た
情
報
伝
達
手
段

の
普
及
・
研
究
お
よ
び
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
※

１
）
な
ど
の
活
用
を
進
め
ま
す
。

①
早
期
発
見
・
早
期
療
育
の
推
進

乳
幼
児
健
診
な
ど
の
充
実
、
適
切

な
医
療
や
専
門
的
な
療
育
へ
と
つ
な

げ
る
た
め
の
関
係
機
関
連
携
に
よ
る

体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

②
就
学
前
療
育
・
学
校
教
育
の
充
実

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
図
る

た
め
、
関
係
機
関
が
連
携
し
た
保

育
・
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

③
雇
用
・
就
労
の
促
進

関
係
機
関
と
連
携
し
、
企
業
に
対

す
る
雇
用
の
啓
発
や
相
談
体
制
の
充

実
、
職
業
能
力
の
開
発
機
会
の
確
保

な
ど
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
能
力
な

ど
に
応
じ
た
就
労
を
支
援
し
ま
す
。

④
円
滑
な
地
域
生
活
の
促
進

障
が
い
の
あ
る
人
が
日
中
の
活
動

の
場
と
し
て
利
用
で
き
る
各
種
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
、
住
ま
い
の
改
造
支
援

な
ど
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

⑤
生
き
が
い
の
あ
る
地
域
生
活
の
促

進
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

文
化
・
芸
術
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
へ
の
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

①
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実

居
宅
介
護
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
促
進
・
質
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
移
動
支
援
事
業
な
ど
の
地

域
生
活
支
援
事
業
を
充
実
し
ま
す
。

②
人
権
・
権
利
擁
護
の
推
進

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
権
利
侵
害

の
防
止
・
早
期
発
見
の
た
め
、
社
会

福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
・
児
童
委

員
な
ど
と
の
連
携
、
相
談
支
援
事
業

の
充
実
・
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

③
消
費
者
保
護
の
推
進

障
が
い
の
あ
る
人
の
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
防
止
の
た
め
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
、
家
族
や
地
域
の
見

守
り
や
身
近
な
相
談
に
応
じ
る
地
域

づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

①
予
防
・
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

推
進定

期
健
診
（
検
診
）
の
受
診
の
促

進
、
医
療
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

②
精
神
保
健
対
策
の
推
進

精
神
障
が
い
者
へ
の
相
談
支
援
体

制
の
充
実
、
社
会
復
帰
に
向
け
た
支

援
な
ど
に
努
め
ま
す
。

③
医
療
体
制
の
整
備

医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
、
自
立

支
援
医
療
や
福
祉
医
療
制
度
の
周

知
・
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

①
住
環
境
の
整
備

障
が
い
の
あ
る
人
の
利
便
性
を
考

慮
し
た
公
共
施
設
の
計
画
的
な
整

備
・
改
善
、
住
宅
改
修
費
の
給
付
な

ど
の
周
知
・
利
用
促
進
に
努
め
ま

す
。

②
移
動
・
交
通
手
段
の
充
実

移
動
支
援
事
業
の
充
実
、
自
動
車

の
改
造
費
用
の
助
成
、
安
全
・
円
滑

な
歩
行
空
間
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

③
防
犯
・
防
災
対
策
の
推
進

災
害
時
の
情
報
提
供
の
充

実
、
地
域
で
の
連
携
体
制
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

理
解
と
交
流
の
促
進

相
談
・
情
報
提
供
体
制
の
充
実

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
し
た

支
援
の
充
実

福
祉
施
策
の
充
実

保
健
・
医
療
の
充
実

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●「安来市第２期障がい者基本計画」について、詳しくは、市のホームページでご覧いただけます。

安来市第２期障がい者基本計画の「目標・理念」の実現に向け

次の６つの基本方針を掲げ、さまざまな取り組みを進めます（内容は抜粋）

※
１
…
Ｉ
Ｃ
Ｔ：

情
報
通
信
技
術
（In

form
ation

&
C
om
m
u
n
ication

T
ech
n
olog
y

）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
技
術
を
活
用
し
て
、
情
報
の
交
流
を
促
進
す
る
。

●
問
い
合
わ
せ
…
福
祉
課

℡
２３‐

３
２
１
６

５



ほ
っ
し
ん

主
な
症
状
と
し
て
発
疹
、
発
熱
、

リ
ン
パ
節
の
腫
れ
が
あ
り
、
感
染
者

の
飛
ま
つ
（
唾
液
の
し
ぶ
き
）
な
ど

に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
３
日
程
度

で
治
る
の
で
「
三
日
ば
し
か
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

妊
娠
初
期
（
特
に
妊
娠
２０
週
ま

で
）
の
妊
婦
が
風
し
ん
に
か
か
る

と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
、

耳
が
聞
こ
え
に
く
い
、
目
が
見
え
に

く
い
、
心
臓
に
奇
形
が
あ
る
、
な
ど

の
「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
が
現

れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
予
防
接
種

平
成
２５
年
４
月
１
日
〜
平
成
２６
年

３
月
３１
日
に
接
種
し
た
、
風
し
ん
単

独
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
、
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
。

●
助
成
額

４
千
円
。（
一
人
一
回
限
り
。
接

種
費
用
が
４
千
円
未
満
の
場
合
は
、

費
用
の
全
額
を
助
成
し
ま
す
）

※
接
種
料
金
は
、
医
療
機
関
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

●
助
成
対
象
者

接
種
時
に
安
来
市
に
住
所
を
有
す

る
人
で
、
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
。

①
現
在
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
夫

②
こ
れ
か
ら
妊
娠
を
希
望
す
る
夫
婦

③
こ
れ
か
ら
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

※
②
③
は
、
昭
和
３８
年
４
月
２
日
〜

平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
妊
娠
中
ま
た
は
、
妊
娠
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
人
は
接
種
で
き
ま
せ

ん
。（
出
産
後
ま
た
は
、
妊
娠
し
て

い
な
い
こ
と
を
確
認
後
、
か
か
り
つ

け
の
医
師
に
相
談
の
上
、
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
）

※
女
性
は
、
接
種
後
２
カ
月
は
妊
娠

を
避
け
ま
し
ょ
う
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、
申
請
に

必
要
な
も
の
を
お
持
ち
の
上
、

窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
領
収
書
な
ど
（
ワ
ク
チ
ン
名
・
接

種
日
・
接
種
医
療
機
関
ま
た
は
接

種
医
・
金
額
が
証
明
で
き
る
も
の
）

・
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど

（
本
人
名
義
の
も
の
で
、
振
込
口

座
が
確
認
で
き
る
も
の
）

・
保
険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証
（
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
）

・
出
生
予
定
の
お
子
さ
ん
の
母
子
健

康
手
帳
（
妊
婦
の
夫
が
申
請
す
る

場
合
）

・
印
か
ん
（
認
め
印
可
）

▽
申
請
窓
口

・
市
民
課
④
番
窓
口
（
安
来
庁
舎
）

・
い
き
い
き
健
康
課
（
広
瀬
保
健
セ

ン
タ
ー
）

・
伯
太
地
域
セ
ン
タ
ー（
伯
太
庁
舎
）

▽
申
請
期
限

平
成
２６
年
３
月
３１
日

※
領
収
書
を
紛
失
し
た
人
は
、
い
き

い
き
健
康
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

風
し
ん
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

な
ぜ
風
し
ん
に
か
か
る
と

よ
く
な
い
の
？

接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

抗体検査
無料です

島
根
県
で
は
風
し
ん
抗
体
価
の
無
料
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
松
江
保
健
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
…
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
３

●問い合わせ
いきいき健康課
℡２３‐３２２０

申
請
手
続
き

風風
しし
んん
予予
防防
接接
種種
を
助助
成成
し
ま
す

「風しんにかかったことがない人」「風しんワクチンの接種をしてない人」は、予防接種をしましょう

全
国
的
に
風
し
ん
の
流
行
が
続
い
て
い
ま
す
。
風
し
ん
は
、
免
疫
を
持
た
な

い
妊
婦
が
感
染
す
る
と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
目
や
耳
な
ど
に
障
が
い

を
引
き
起
こ
す
「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
に
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
、
風
し
ん
の
ま
ん
延
防
止
と
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
を

予
防
す
る
た
め
、
風
し
ん
予
防
接
種
（
任
意
）
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
医
療
機
関
に
予
約
の
上
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

６



現在、国において今後の方針が検討されています。この中には、積極的な接種勧奨の

差し控えのために、接種間隔を守れなかった（接種を控えた）人への対応なども含ま

れています。市では国の方針が決定され次第、市の広報紙やホームページ、行政告知

端末による告知放送などでお知らせします。（７月１０日時点で編集しています）

今後の

対応

＜子宮頸がん予防ワクチン接種のリスク＞

＜ワクチン接種後の注意点＞

けい

現在、子宮頸がん予防ワクチンの接種を
すす

積極的にお勧めしていません。

接種を検討されている人は、

有効性とリスクをご理解の上、受けてください

比較的軽度の反応は、一定の頻度で起こるこ

とが知られています。

ワクチン接種後に見られる主な副反応は、発

熱や接種した部位の痛み・腫れ、注射の痛み・

恐怖・興奮などをきっかけとした失神などがあ

り、まれに重篤な副反応があります。

接種後に強い痛みやしびれなど体調の変化が

あった場合は、すぐに医師に相談してください。

副反応により、医療機関での治療が必要に

なった場合には、子ども未来課までご相談くだ

さい。健康被害が生じる場合には、法律に基づ

く救済が受けられる場合があります。

※厚生労働省のホームページで子宮頸がんに関する情報が公開されています。

子宮頸がん予防接種は、定期予防接種として小学校６年生から高校１年生相当

（標準的接種年齢は中学校１年生）までの女子を対象に行っていますが、接種後

にワクチンとの因果関係を否定できない持続的な痛みなどが生じる事例があり、

国から「積極的な接種勧奨を差し控えるべき」と通知が出されました。これを受

け、市では、接種を積極的にはお勧めしないこととしました。

なお、定期接種を中止するものではありませんので、対象者で接種を希望する

人は、ワクチンの有効性やリスクを十分に理解した上で、受けてください。

●問い合わせ…子ども未来課 ℡２３‐３２０９

＜子宮頸がん予防ワクチンの有効性＞

＜子宮頸がんは、こんな病気＞

子宮の入り口付近にできるがんで、そのほと

んどが、発がん性の「ヒトパピローマウィルス」

（HPV）の感染が原因となっています。

20 歳代～30 歳代での発症率が高く、年間約

9,000 人が子宮頸がんにかかり、そのうち約

2,700 人が亡くなっています。

子宮頸がんの約半分は、ワクチン接種によっ

て予防できることが期待されており、世界保健

機関（ＷＨＯ）がこのワクチンによる接種を推

奨し、多くの先進国で公的接種とされています。

現在の予防ワクチンは、子宮頸がんの５０～７０

㌫の原因とされる「ヒトパピローマウィルス」

（ＨＰＶ）１６・１８型に予防効果があります。

７



●
医
療
証
を
お
持
ち
の
人

医
療
証
の
有
効
期
限
は
、
９
月
３０

日
で
す
。
７
月
中
に
申
請
に
必
要
な

書
類
等
を
お
送
り
し
ま
す
。

●
医
療
証
を
お
持
ち
で
な
い
人

前
年
度
、
所
得
判
定
に
よ
る
非
該

当
の
人
や
、
更
新
手
続
き
を
さ
れ
な

か
っ
た
人
も
今
年
度
の
申
請
が
で
き

ま
す
。（
申
請
書
は
送
り
ま
せ
ん
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
重
度
の
身
体
・
知
的
障
が
い
者

身
体
障
が
い
者
手
帳（
１
、２
級
）

ま
た
は
療
育
手
帳
（
Ａ
判
定
）。

※
２０
歳
以
上
の
人
は
、
こ
の
ほ
か

に
、
平
成
２４
年
中
の
障
が
い
年
金
・

恩
給
な
ど
の
年
金
受
給
額
が
わ
か
る

も
の
、
住
民
税
課
税
証
明
（
※

１
）
が
必
要
で
す
。

②
ひ
と
り
親
家
庭

住
民
税
課
税
証
明（
※
１
）、

所
得
税
非
課
税
証
明
書
（
※
２
）

※
１
…
平
成
２５
年
１
月
１
日
現
在
、

本
人
と
そ
の
家
族
で
、
市
外
に
住
所

が
あ
っ
た
人
は
、
そ
の
住
所
地
の
市

役
所
等
で
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
２
…
平
成
２５
年
１
月
１
日
現
在
、

ひ
と
り
親
と
そ
の
家
族
（
同
一
住
所

で
１８
歳
以
上
の
兄
姉
・
祖
父
母
。
世

帯
分
離
家
族
を
含
む
）
で
、
市
外
に

住
所
が
あ
っ
た
人
に
つ
い
て
必
要
で

す
。（
税
務
署
が
発
行
す
る
証
明
書

や
確
定
申
告
の
写
し
な
ど
、
非
課
税

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
を
お
持

ち
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
）

①
②
共
通

申
請
書
、健
康
保
険
証
、

印
鑑

●
申
請
期
限

８
月
３０
日
㈮

●
申
請
先

保
険
年
金
課
（
安
来
庁

舎
③
番
窓
口
）、
広
瀬
・
伯
太
各
地

域
セ
ン
タ
ー

※
福
祉
医
療
制
度
の
受
給
資
格
は
、

申
請
月
以
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
取
得

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、
７
月

３１
日
で
す
。
８
月
か
ら
お
使
い
い
た

だ
く
新
し
い
受
給
者
証（
水
色
）は
、

７
月
中
に
お
送
り
し
ま
す
。

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
７

月
３１
日
で
す
。
８
月
か
ら
お
使
い
い

た
だ
く
新
し
い
被
保
険
者
証
（
水

色
）は
、７
月
中
に
お
送
り
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
決
定

平
成
２５
年
度
の
保
険
料
を
前
年
の

所
得
に
基
づ
き
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
保
険
料
の
額
や
納
付
方
法
な

ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
通
知
書

を
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
お
送
り
し

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
と

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
（
１
割

ま
た
は
３
割
）
は
、
前
年
の
所
得
に

基
づ
き
決
定
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

対象

７０
歳
〜
７４
歳
の
国
保
加
入
者

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

対象

７５
歳
以
上
の
人
全
員

福
祉
医
療
証

対 象

重
度
の
身
体
・
知
的
障
が
い

者
・
ひ
と
り
親
家
庭
※

※
１８
歳
未
満
ま
た
は
高
校
３

学
年
ま
で
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
ひ
と
り
親

国民健康保険高齢受給者証・後期高齢者医療被保険者証・福祉医療証

医
療
証
が
送
付
さ
れ
ま
す

●問い合わせ 保険年金課 国民健康保険 …TEL２３‐３０８７

後期高齢者医療…TEL２３‐３０８５

福祉医療 …TEL２３‐３０９４

医医療療証証等等のの更更新新時時期期でですす

更
新
の
場
合
、
申
請
が
必
要
で
す
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住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
を
対
象

に
、
医
療
費
と
入
院
時
の
食
事
代
が

減
額
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
７０
歳
未
満
の
人
（
住
民
税

課
税
世
帯
を
含
む
）
に
は
、
医
療
費

の
自
己
負
担
限
度
額
が
適
用
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
申
請
に
よ

り
認
定
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
で
、
引
き

続
き
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
更
新
手

続
き
が
必
要
で
す
。（
認
定
証
の
有

効
期
限
は
７
月
３１
日
で
す
）

※
７０
歳
以
上
の
課
税
世
帯
の
人
は
、

認
定
証
が
な
く
て
も
自
己
負
担
限
度

額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
保
険
証
②
印
か
ん
③
長
期
入
院

（
９０
日
以
上
）を
し
た
人
で
減
額
制
度
の

該
当
に
な
る
人
は
、
直
近
３
ヵ
月
分

の
入
院
分
の
領
収
書
ま
た
は
請
求
書
。

●
申
請
先

保
険
年
金
課
（
安
来
庁

舎
③
番
窓
口
）、
広
瀬
・
伯
太
各
地

域
セ
ン
タ
ー

認定証の種類

国民健康保険限度額適用認

定証

国民健康保険標準負担額減

額認定証

国民健康保険限度額適用・

標準負担額減額認定証

後期高齢者医療限度額適用・

標準負担額減額認定証

適用範囲

医療費の自己負

担限度額が適用

食事代を減額

医療費と食事代

を減額

医療費と食事代

を減額

対象となる人

70歳未満の人

70歳未満で

非課税世帯の人

70歳～74歳で

非課税世帯の人

後期高齢者医療加入者（75歳

以上の人）で非課税世帯の人

国
保
加
入
者

食事代（１食あたり）

260 円

260 円

210 円

（160 円）※１

自己負担限度額（個人単位、入院と外来は別計算）

15万円＋（総医療費－50万円）×1%

４回目以降は 8万 3400 円

8万 100 円＋（総医療費－26万 7000 円）×1％

4回目以降は 4万 4400 円

3万 5400 円

4回目以降は 2万 4600 円

区 分

上位所得者

一般所得者

住民税

非課税世帯

70
歳
未
満
の
人

食事代（１食あたり）

260 円

260 円

210 円

（160 円）※１

100円

外来＋入院（世帯単位）

8万 100 円＋（総医療費－

26万 7000 円）×１％

４回目以降 4万 4400 円

4万 4400 円

2万 4600 円

1万 5000 円

外来（個人単位）

4万 4400 円

1万 2000 円

8000 円

8000 円

区 分

現役並み所得者

一 般

低所得者Ⅱ※２

低所得者Ⅰ※３

70
歳
以
上
の
人

※１…入院日数が 90 日を超えた場合、160 円になります。その際に再申請が必要です。

※２…住民税非課税世帯。

※３…住民税非課税世帯で、世帯全員に所得がない世帯。

国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

医療費・入院時の食事代の減額範囲

医療費の自己負担限度額（１カ月あたり）
●
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課

▽
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

…
℡
２３‐

３
０
８
７

▽
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
…
℡
２３‐

３
０
８
５

９



受験資格

昭和 59年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人。

昭和 59年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人。

昭和 49年４月２日以降に生まれた人で、１級建築士の資格を有する人。

昭和 59年４月２日以降に生まれた人で、幼稚園教諭普通免許状および保
育士資格を有する人（平成 25年度取得予定者を含む）。

昭和 59年４月２日以降に生まれた人。栄養士免許を有する人（平成 25
年度取得予定者を含む）。

昭和 63年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人で、心身健康
にして消防職務の遂行に必要な体力を有する人。
※視力（矯正視力を含む）で 0.8 以上、色覚並びに聴力が正常であること。
※採用後は安来市内に居住すること。
※普通自動車運転免許（ＡＴ車限定を除く）を有する人。（採用の日までに
同免許を取得できる人または採用後直ちに同免許を取得できる人を含む）。
※採用後、中型自動車運転免許を自己において取得できる人。

募集人員

６名程度

２名程度

１名程度

３名程度

１名程度

５名程度

職 種

一般事務職

土 木

建築（経験者）

幼稚園教諭
・保育士

調 理 師

消 防 職

【１次試験】試験日：平成 25 年 9 月 22 日㈰ 会場：安来中央交流センターほか

※２次試験の日時は、１次試験合格者に通知します。

募集要項に基づき、試験申込書を人事課に提出してください。

※募集要項は人事課で配布するほか、市のホームページからダウンロードできます。

※郵送で請求する場合は、封筒の表に「職員採用試験申込書請求」と朱書きし、90 円

切手を貼付したあて先明記の返信用封筒（長形３号 12 cm×23.5 cm）を必ず同封の

上、請求してください。

平成 25 年 7 月 19 日㈮～平成 25 年 8 月 19 日㈪８時 30 分～17 時 15 分

※土日を除く。郵送の場合は、8月 19 日㈪までに到着したものを有効とします。

●問い合わせ・申し込み・要項等の請求先

安来市総務部人事課 〒692-8686 安来市安来町 878 番地 2 ℡２３‐３０２１

募集する職種・人員・受験資格

試 験

受験手続

受付期間
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救
急
車
の
出
動
は
年
々
増
加

高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、

救
急
車
が
出
動
す
る
件
数
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
、
市
内
で
も
平

成
２４
年
中
に
救
急
出
動
し
た
件
数

は
１
５
６
４
件
で
、
１０
年
前
（
平

成
１４
年
）
と
比
較
し
て
３
０
５
件

増
加
し
て
い
ま
す
。

軽
い
症
状
で
の
救
急
要
請
も
増
加

さ
ら
に
、
平
成
２３
年
中
に
救
急

車
で
搬
送
さ
れ
た
人
の
う
ち
、
病

院
の
医
師
か
ら
軽
症
と
判
断
さ
れ

た
人
は
約
３
割
（
全
国
平
均
は
約

５
割
）
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
中

に
は
、
左
上
表
の
よ
う
な
救
急
車

の
不
適
切
な
利
用
も
あ
り
ま
す
。

軽
い
ケ
ガ
や
緊
急
性
の
な
い
救

急
車
の
要
請
が
増
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
当
に
救
急
車
を
必
要

と
し
て
い
る
命
に
危
険
が
あ
る
人

へ
の
適
切
な
処
置
が
遅
れ
て
し
ま

い
、
救
え
る
命
が
救
え
な
く
な
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

「
１
１
９
番
通
報
」
を
す
る
前

に
、
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど

を
利
用
で
き
な
い
か
、
今
一
度
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
緊
急
の
場

合
は
迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報
を

救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
を
た
め
ら

う
あ
ま
り
、
容
態
が
悪
化
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

い
つ
も
と
は
違
う
症
状
や
急
に

起
こ
っ
た
症
状
な
ど
が
あ
る
場
合

は
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
ま
た
は

近
く
の
病
院
へ
連
絡
す
る
と
と
も

に
、
救
急
車
を
呼
ぶ
な
ど
早
め
に

対
応
し
ま
し
ょ
う
。

報酬など 年報酬や費用弁償、活動時のケガ

などに対する公務災害補償、退職報償金（勤

続５年以上）が支給されます。

また、活動服などを貸与します。

救える命を救うために

救救急急車車（（１１１１９９番番））はは
正正ししくく利利用用ししままししょょうう

応募資格 安来市に居住または在勤する 18

歳以上の女性で、健康で消防防災活動に貢

献しようとする意欲のある人。

応募方法 入団届に必要事項を記入し、消防

総務課へ提出してください。

※届出用紙は、消防総務課で配布します。

身 分 非常勤（特別職）の地方公務員。

救急車は、命にかかわるような重い病気やけがをした人を

一刻も早く医療機関へ搬送するための車両です。

ああななたたののチチカカララをを

おお貸貸ししくくだだささいい

女性消防団員を募集しています

現在、安来市には 19人の女性消防団員が在籍。

防火・防災の啓発活動などで活躍しています。

募
集
概
要

●申し込み・問い合わせ

消防総務課（地域消防担当）

℡２３‐３４１０

安来市消防団では、女性消防団員を募集して

います。

女性消防団員は、地域の安全・安心を守るた

め、防火・防災の啓発活動や各種消防行事（式

典など）での補助など、さまざまな活動を行っ

ています。

地域防災のため、あなたのチカラを消防団で

発揮してみませんか。

応募は随時受け付けしています。

●問い合わせ

消防本部警防課 ℡２３‐３４０９

本当に必要か考えてみましょう

次のようなケースで

救急車が呼ばれました

・病院に行くと待たされる

・どこの病院に行けばよいか分

からない

・入院、通院のためのタクシー

代わり

・救急車はタダだから

・自分でも病院に行くことがで

きる軽いケガや病気など

（例）手足のすり傷、風邪、

虫歯など

１１



市
内
で
国

勢
調
査
を
か

た
り
、
電
話
で
家

族
構
成
、
預
金
残

高
な
ど
の
個
人
情

報
を
聞
き
出
そ
う

と
す
る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
勢
調
査
は
行
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。（
次
回
は
平
成
２７
年
１０
月

予
定
）
国
勢
調
査
を
語
る
不
審
な
電

話
等
が
あ
っ
た
場
合
、
回
答
せ
ず
に

総
務
課
ま
で
相
談
く
だ
さ
い
。

①
「
国
勢
調
査
実
施
中
な
の
で
質
問

に
答
え
て
ほ
し
い
」
と
、
年
齢
や
家

族
構
成
、
年
金
受
給
の
有
無
、
預
金

口
座
の
残
高
な
ど
を
聞
か
れ
た
。

②
県
の
調
査
機
関
を
名
乗
り
「
年
齢

は
７０
歳
以
上
か
」「
預
金
は
一
千
万

円
以
上
あ
る
か
」
な
ど
を
聞
か
れ
た
。

※
聴
き
取
ら
れ
た
個
人
情
報
は
、
新

た
に
詐
欺
や
押
し
売
り
な
ど
の
標
的

に
さ
れ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

国
勢
調
査
を
か

た
る
不
審
電
話

に
ご
注
意
を

平成２３年度にイエローバスの運行に掛かった経費は、約２億１，９９７万円。

その主な財源は、バス使用料（運賃など）が５，４５９万円、県補助金が１，７１０

万円、市税等の一般財源が１億４，７７５万円です。特に市の一般財源が全体の

７割近くを占めており、これは、市民一人当たり年間約３，５００円の負担に相

当します。

通学や通院、買い物など、日常生活に欠かすことのできない重要な役割を担う公共

交通。今は、自分自身で車を運転できたり、誰かに運転を頼めたりできても、いつま

でもこうした状況が続くとは限らず、そうしたときに頼れるのも公共交通です。

身近に走る公共交通のこれからのことについて、皆さんと一緒に考えていきましょう。

平成 12年度に運行を開始した安来市広域生活バス、通称「イエロー

バス」。現在、15路線を運行し、一日の運行便数は平日 174便、土

曜日 127便、日曜日・祝日 94便で、主に、車の移動手段を持たな

い児童・生徒、高齢者などの交通手段として利用されています。

イエローバス事業の現状（その①）

（イエローバス）

シリーズ ～公共交通を考える①～

実
際
に
あ
っ
た
事
例

イエローバス事業の
収支状況

日常の移動や公共

交通について、ご

意見をお寄せくだ

さい。

●問い合わせ

市民参画課

℡２３‐３０６９

FAX２３‐３１５５

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課

℡
２３‐

３
０
１
７
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常
設
の
映
画
館
が
な
い
安

来
市
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

映
画
に
触
れ
る
機
会
を
作
る

た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容

▽
映
画
上
映

「
し
ま
ね
映
画
祭
（
安
来

会
場
）」
を
安
来
市
民
会
館

で
毎
年
開
催
し
、
２
日
間
に

わ
た
り
約
１０
本
程
度
の
映
画

を
上
映
し
て
い
ま
す
。
お
子

さ
ん
向
け
の
ア
ニ
メ
か
ら
往

年
の
名
作
、
最
新
の
映
画
ま

で
幅
広
く
上
映
し
て
、
各
世

代
に
映
画
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。（
有
料
）

・
今
年
度
の
「
し
ま
ね
映
画

祭
安
来
会
場
」
の
開
催
日

期
日
…
１０
月
５
日
・
６
日

▽
映
画
製
作

昨
年
、
当
団
体
が
中
心
と

な
っ
て
制
作
し
た
映
画
「
お

も
い
び
な
」
を
は
じ
め
、
映

画
の
脚
本
か
ら
撮
影
、
編
集

な
ど
制
作
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
来
年
は
安
来
市

を
舞
台
に
し
た
映
画
撮
影
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

●
一
言
ご
あ
い
さ
つ

市
民
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ

る
映
画
上
映
を
今
後
も
続
け

て
い
き
ま
す
。

安
来
市
に
は
、
普
段
見
過

ご
し
て
い
る
自
然
風
景
や
町

並
み
な
ど
の
原
風
景
が
た
く

さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

美
し
い
「
や
す
ぎ
」
の
魅
力

を
皆
さ
ん
に
伝
え
、
ふ
る
さ

と
へ
の
愛
着
、
一
体
感
を
醸

成
し
て
、
安
来
市
の
未
来
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容

▽
写
真
集「
や
す
ぎ
が
す
き
」

の
発
行

７
月
か
ら
１１
月
ご
ろ
に
か

け
て
市
内
各
所
で
撮
影
会
を

行
い
、
写
真
集
を
作
成
。
市

内
の
小
中
学
校
や
交
流
セ
ン

タ
ー
、
図
書
館
な
ど
に
配
布

予
定
で
す
。

▽
「
や
す
ぎ
が
す
き
」写
真
展

撮
影
会
で
納
め
た
写
真
を

中
心
に
、
市
内
各
所
で
写
真

展
を
開
催
し
、
ふ
る
さ
と
の

魅
力
を
写
真
で
わ
か
り
や
す

く
発
信
し
て
い
ま
す
。

・
次
回
開
催
予
定

会
期
…
８
月
１１
日
〜
１８
日

※
１４
日
休
館
日

場
所
…
や
す
ぎ
懐
古
館
一

風
亭

●
一
言
ご
あ
い
さ
つ

安
来
の
良
さ
を
再
発
見
し

て
、
未
来
の
た
め
に
一
緒
に

活
動
し
ま
せ
ん
か
。

７７

８８

●問い合わせ

やすぎボランティア団体ネットワーク

事務局 （市民参画課内） ℡２３‐３０６７

映
画
に
親
し
む
機
会
を

安
来
の
原
風
景
を
発
信

皆さんに利活用していただくため、

ネットワークに加盟する団体をシリーズ

で紹介しています。

ＦＩＬＥ

やや
すす
ぎぎ
名名
画画

シシ
アア
タタ
ーー

ＦＩＬＥ

安安
来来
市市
まま
ちち
づづ
くく
りり

協協
議議
会会

映映画画「「おおももいいびびなな」」撮撮影影風風景景

「「ややすすぎぎががすすきき」」写写真真展展

やすぎ

ボランティア団体
ネットワーク

●
問
い
合
わ
せ

事
務
局

米
原
賢
治

℡
０
９
０‐

３
３
７

７‐

７
１
３
７

●
問
い
合
わ
せ

会
長

仲
佐
伸
夫

℡
２３‐

１
０
４
８

１３



開
催
期
間

…
８
月
１４
日
㈬
〜
１７
日
㈯

に わ か

■安来節踊り・やすぎ仁輪加パレード

■自治会ステージ

ひ め

●芝居公演（毘売埼伝承）、安来節公演ほか

１６日㈮１８時３０分～２１時、安来町市街地

８月８日㈭～２２日㈭９時～１７時
観光交流プラザ２階（ＪＲ安来駅隣接）

１６日㈮・１７日㈯１８時～２２時
（１７日は一部１７時３０分～）
新町・八幡町・明治町・大市場・中市場

●ダンスコンテスト、ライブ（出演…ま
つえ舞姫隊・若武者隊（中海・宍道湖・
大山圏域交流事業）、ＨＡＮＺＯ、アシ
ガルユース、ぼすとん茶の湯会ほか）

１４日㈬～１７日㈯１９時３０分～２６時
安来町市街地

１４日㈬２０時～２０時４０分、安来港

１４日㈬１５時～２１時４５分
安来港特設ステージ

●ほのかに照らす灯りの作品などを展示
します。

■月の輪あかり展 特別企画

■月の輪神事

■花火大会

■ステージイベント

安
来
の
夏
を
鮮
や
か
に
彩
る
月
の
輪
ま
つ
り
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
期
間
中
は
、
車
両
通
行
止
め
な
ど
の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

楽
し
い
ま
つ
り
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１４日
１５日

１６日
１７日

花火大会以降に安来港周辺で不発花火（黒色の球体）を発見

された場合は、やけどや暴発などの恐れがありますので、絶対

に手を触れないで、次のところにご連絡ください。

■連絡先…安来消防署 ℡２２‐０１１９ または

やすぎ月の輪まつり実行委員会事務局

不発花火（黒玉）にご注意ください

通通行行規規制制ののおお知知ららせせ

●問い合わせ
やすぎ月の輪まつり実行委員会事務局
（商工観光課内） ℡３７‐０７１１
HP：http : //www１３.ocn.ne.jp/~tukinowa/

１４１４



公
共
下
水
道
等
の
計
画
区
域
外

と
な
る
浄
化
槽
整
備
区
域
に
お
い

て
、
水
洗
化
を
希
望
さ
れ
る
世
帯

に
、
市
が
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
す
。

工
事
期
間
は
２
週
間
程
度
で
す

が
、
施
工
業
者
の
選
定
な
ど
が
必

要
と
な
り
、
申
請
か
ら
完
了
ま
で

２
〜
３
カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
宅
内
の
排
水
を
浄
化
槽

に
接
続
す
る
設
備
（
排
水
設
備
）

の
工
事
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
施

工
す
る
業
者
は
、
申
請
者
が
市
の

指
定
工
事
店
の
中
か
ら
選
定
し
、

工
事
費
は
申
請
者
に
負
担
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
市
へ
の
各
種
手
続

き
な
ど
は
、
指
定
工
事
店
が
代
行

し
ま
す
。

※
平
成
２５
年
度
申
請
受
付
は
、
９

月
末
ご
ろ
に
締
め
切
り
ま
す
。

申
請
者
に
ご
負
担
い
た
だ
く
も
の

・
受
益
者
分
担
金
…
２０
万
円

・
宅
内
排
水
設
備
の
工
事
費
…
指

定
工
事
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
下
水
道
使
用
料
…
水
道
使
用
量

に
応
じ
て
算
定
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
計
画
区
域
で

も
、
当
分
の
間
（
お
お
む
ね
７
年

以
上
）
整
備
が
見
込
ま
れ
な
い
地

域
で
は
、
浄
化
槽
を
自
ら
設
置
す

る
個
人
や
事
業
所
な
ど
に
対
し
、

設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

こ
の
場
合
も
宅
内
の
排
水
設
備

工
事
が
必
要
で
す
。
市
へ
の
申
請

手
続
き
な
ど
は
、
指
定
工
事
店
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
浄
化
槽
整
備
区
域
で

あ
っ
て
も
、
こ
の
補
助
制
度
を
ご

利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ご
希
望
の
際
は
、
事
前
に
下

水
道
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
平
成
２５
年
度
の
申
請
受
付
は
、

１０
月
末
ご
ろ
に
締
め
切
り
ま
す
。

補
助
金
の
額

・
５
人
槽
…
３３
万
２
千
円

・
７
人
槽
…
４１
万
４
千
円

・
１０
人
槽
…
５４
万
８
千
円

下
水
道
へ
の
接
続
に
際
し
、
汲

み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造

す
る
資
金
に
つ
い
て
、
融
資
の

あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。

融
資
の
内
容
な
ど

・
融
資
限
度
額
…
１
０
０
万
円

（
大
便
器
の
数
・
改
造
状
況
に
応

じ
て
、
最
高
２
０
０
万
円
）

・
返
済
期
間
…
６０
カ
月
以
内

・
貸
付
利
率
…
年
１.５
パ
ー
セ
ン
ト

※
保
証
人
１
人
が
必
要
で
す
（
市

内
在
住
で
生
計
を
別
に
す
る
人
）

水
洗
化
を
希
望
さ
れ
る
世
帯
に

市
が
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
す

公
共
下
水
道
等
の
計
画
区

域
を
除
く
「
浄
化
槽
整
備

区
域
」
が
対
象
で
す

浄
化
槽
の
設
置
費
用
を

補
助
し
ま
す

当
分
の
間
、
整
備
が
見
込
ま
れ

な
い
公
共
下
水
道
計
画
区
域
、

浄
化
槽
整
備
区
域
が
対
象
で
す

ご利用

ください

つつななごごうう！！
下下水水道道

浄浄
化化
槽槽
に
よ
る

水水
洗洗
化化
を

推推
進進
し
て
い
ま
す

市
で
は
、
生
活
環
境
の
改
善
や
、
生
活
排
水
に
よ
る
河
川

な
ど
の
水
質
汚
濁
を
防
ぐ
た
め
、
今
年
度
も
計
画
的
に
下
水

道
工
事
を
行
い
ま
す
。

中
で
も
、
短
期
間
に
整
備
が
で
き
る
浄
化
槽
の
設
置
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

下水の配管は年数がたつと内部に油分などが付着し、
正常な流れを阻害することがありますので、定期的な点
検清掃が必要になってきます。
最近、訪問販売業者が宅内配管の清掃を勧誘する事例
がありますが、市が業者に委託することはありません。
業者に頼む場合には、よく検討してから決めることを
お勧めします。※お困りの際は、下水道課にご相談ください

水
洗
便
所
改
造
資
金
の

融
資
制
度

下下水水道道管管清清掃掃のの訪訪問問販販売売はは慎慎重重にに

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課

℡
２３‐

３
１
０
５

１５１５



し ろ か

水田に代掻きの水が入るころ、市内のあちこち

で飛び始めるホタル。市内鑑賞地の一つである吉

田交流センター周辺では、６月 13 日から５日間、

吉田ほたる祭りが開かれ、家族連れや学生など多

数の見物客でにぎわいました。

18回を数えるこの行事は、平成５年ごろから次第

に減っていくホタルに危機感を覚えた住民有志が

立ち上がったことがきっかけで、これまで学習会

や吉田川の浄化奉仕作業などさまざまな環境保全

活動に取り組んできました。努力の甲斐あって今

では多くのホタルが戻り、当日も闇夜に明かりが

ゆらめく幻想的な光景が創り出されていました。

多様化する消費者問題に、市民・警察・行政が一

体となり、市民に消費生活への注意喚起をしようと

「第５回より良い消費生活のための集い」が６月２３

日、市民会館で行われました。

人気法律番組を参考にした安来消（笑）費百科で

は、安来署員２人が寸劇を交え「誤発注」の事例を

紹介。柴山慶太弁護士が「消費者が当然すべき注意

を欠くと過失になることもある」と解説しました。

集いでは製品事故についての講演や安来市ふるさ

と大使・桂吉弥さんの落語などもあり、参加者は楽

しみながら消費者トラブルの対処法を学びました。

寸寸劇劇でで相相談談内内容容をを紹紹介介。。

１６



上吉田町別所地内で起きた火災の拡散を防い

だ同町在住の山根三代子さん、山本幸子さん、

小沢小枝子さんの３人に６月 28 日、消防協力

者表彰が贈られました。

火災は山すその休耕田から発生し、タケの弾

けるような音に気付いた山根さんが、近所で草

刈りをしていた山本さん・小沢さんとともに現

場に急行。連絡を受け駆け付けた山本純消防団

長も合流し、延焼しないよう、携行のポンプと

ホースを使用して初期消火活動を行いました。

実は３人とも地元の吉田西女性防火クラブの

一員で（山根さんは現役）、長年訓練を重ね、消

火技術に精通していたとのこと。山根さんは「共

通認識のもと体が勝手に動いた」と見事な連携

で被害を最小限に抑えました。

６月 18 日から７月 21 日までの約１カ月間、国

の重要文化財（彫刻）に指定される「木造摩多羅

神坐像」が、国の文化審議会から重要文化財指定

の答申を受けて以来、初めて清水寺で公開されま

した。

摩多羅神坐像は、清水寺の秘神として一般には

公開されず、境内の常行堂に所蔵されていました

が、20 年前の雪害で常行堂が破損した際に偶然

発見。清水寺で保管ののち、５年前に奈良の仏師・

覚清が 1329 年に制作した国内最古の摩多羅像と

判明し、神像彫刻の重要物であるとして答申につ

ながりました。

拝観に訪れた女性は、「温和な表情をみて、穏

やかな気持ちになった」と話していました。

住職から説明を受ける拝観者。

※島根県指定文化財に指定された古能面４面（附

指定４面）も同時に公開されました。

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと

地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。

皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

消防協力者として感謝状が贈られた３人。

（左から山根さん、山本消防団長、山本さん、

小沢さん）

１７



障がいの垣根を越えて交流を図り、障がいへ

の理解につなげる地域交流会が６月 22 日、市

民会館で開かれ、約 500 人の観衆が障がい者の

音楽や合奏を楽しみました。

ハンドベルを披露した梨の木園の皆さんは、

「ふるさと」「赤とんぼ」など５曲を演奏。指

揮者の手の動きに合わせながら、各パートごと

に息のあった演奏を見せ、きれいな音色を響か

せました。

このほか、第一中学校弦楽部などの発表会や

ソプラノ歌手の渡邊志津子さんのふれあいコン

サートなどもあり、観客は多彩な音楽の調べを

楽しんでいました。

安来市軟式野球連盟に登録するチームの選手およ

び連盟役員ら約 30 人が６月 30 日、連盟主催の各種

大会で主会場として使用する安来運動公園野球場（あ

らえっさスタジアム）の清掃活動を行いました。

日ごろお世話になっている球場に感謝し、施設を

大切に利用していこうと企画されたもの。参加者は、

手分けをして本部席やベンチ、用具庫などの清掃に

取り掛かり、窓や壁、銘板などの汚れを落としたり、

側溝にたまった土を除去したりして作業に励み、試

合中とは一味違う汗を流しながら、熱戦の舞台地元

球場への愛着をさらに深めていました。

尼子家再興に尽力した名将・山中鹿介を題材と

した市民参加型劇「立て、鹿介」の配役オーディ

ションが６月２３日、安来節演芸館であり、市内外

から集まった中学校１年生から 70 代までの男女

１０人が配役オーディションに挑みました。

この演劇は、地元で愛される鹿介をＰＲしよう

と同館が企画。オーディションは、ゼネラルマネー

ジャー石栗昌彦氏が、芝居に必要な感情の動かし

方・伝え方をゲームや課題を通して指導しながら

審査しました。配役は、この日の内容などを踏ま

え、後日決定されます。

※市民参加型劇「立て、鹿介」は、９月２１日（土）・

２２日（日）・２３日（月）・２９日（日）に安来節演芸館

で公演されます。（入場無料）
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新新着着図図書書紹紹介介

座右の本 原田かずこ

徳川某重大事件 徳川宗英

命のビザを繋いだ男 山田純大

その一言が余計です 山田敏弘

友罪 薬丸 岳

あずかりやさん 大山淳子

ふたつめの庭 大崎 梢

ゾーンにて 田口ランディ

〈お子さんのほん〉

カステラ、カステラ！明坂英二

カフェ・デ・キリコ 佐藤まどか

はみがきさん せなけいこ

ペッタン 高部晴市

おいしいぼうし シゲタサヤカ

ランチのアッコちゃん 柚木麻子

アニバーサリー 窪 美澄

男のファッション基本講座（ほん

の少しの印象がガラッと変わる）

成美堂出版

朝ショウガ豆と野菜のダイ

エットレシピ 日経ＢＰ社

ポリ袋レシピ 川平秀一

〈お子さんのほん〉

恐竜研究室 ヒサクニヒコ

しっぽ 竹下文子

はずかしがりやの魔女

日本児童文芸家協会

からすのそばやさん かこさとし

色 花村万月

殺生伝 神永 学

正義をふりかざす君へ真保裕一

ミライノコドモ 谷川俊太郎

岳飛伝 ５ 北方謙三

ブレイキングポイント 桂木 希

ネット選挙 西田亮介

猫語の教科書 野沢延行

〈お子さんのほん〉

ヤンメイズとりゅう 松居 直

江戸のあかり 塚本 学

きょうのえほん いもとようこ

きいのいえで 種村有希子

ぶたラッパ 下田昌克

夏っ飛び！ 横山充男

市内から広く美術作品を募り、優れた作品を

発表する「第７回安来市美術展」が、７月４日か

ら２１日まで和鋼博物館などで開催されました。

洋画部門最優秀賞の市展賞には、身近にある

ピーマンを色彩豊かに描いた二岡みえこさんの

「生きる」、写真部門の市展賞は、花と手をつな

いだ２つの影をバランスよく写した米田直之さ

んの「たのしい時間」が選ばれました。このほ

か、会場には洋画や写真をはじめ、油彩、版画

など多彩な作品７３点が並び、来館

者の目を楽しませていました。

℡３７－００５０

●そのほかの新着図書情報は…http : //www.city.yasugi.shimane.jp/tosyo/

・安来市立図書館 ２０時から１８時に変更

・はくた図書室 １９時から１７時に変更

期間 ８月１３日㈫から８月１５日㈭まで

次の期間図書館の開館日・閉館時刻が変更になりますので、ご注意ください

●閉館時刻の変更

臨臨時時休休館館・・閉閉館館時時刻刻変変更更ののおお知知ららせせ

℡３２－４４５５

・ひろせ図書室

期間 ８月１２日㈪から８月１６日㈮まで

図書館からのお知らせ

●臨時休館

℡２２－２５７４

１９



七
夕
笹
飾
り
を
回
収
し
ま
す

●問
環
境
政
策
課
℡
２３‐

３
１
０
０

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
河

川
の
環
境
保
全
の
た
め
、
川
に

笹
飾
り
を
流
さ
な
い
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

８
月
７
日
㈬

▽
安
来
●庁
中
庭
駐
車
場
１８
時
３０

分
〜
１９
時
３０
分

▽
広
瀬
富
田

橋
河
川
敷
１６
時
〜
１８
時
３０
分

▽
伯
太
●庁
駐
車
場
１８
時
３０
分
〜

１９
時
３０
分

盆
の
仏
送
り
の
供
養
物
を
引
き

取
り
ま
す

●問
環
境
政
策
課
℡
２３‐

３
１
０
０

次
の
場
所
ま
で
お
持
ち
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

●
８
月
１５
日
㈭

▽
安
来
港
岸

壁
（
１７
時
〜
２１
時
）

▽
荒
島

王
陵
の
丘
公
園
駐
車
場
（
１９
時

〜
２０
時
３０
分
）

▽
島
田
●交
（
２０
時

〜
２１
時
）

▽
富
田
橋
河
川
敷

駐
車
場
（
１９
時
〜
２１
時
）

●
８
月
１６
日
㈮

▽
安
来
●庁
中

庭
駐
車
場
（
６
時
３０
分
〜
８
時
）

▽
光
現
寺
前
伯
太
川
河
川
敷

（
２０
時
〜
２１
時
）

そ
の
他

▽
中
身
の
見
え
る
袋

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
（
不
燃
物

は
引
き
取
り
ま
せ
ん
）

▽
安

来
港
会
場
へ
車
で
お
越
し
の
際

は
、
港
湾
内
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
は
８

月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●申
●問
福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
１

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
人
は
、
毎
年
８
月
中
に
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
が
提
出
さ
れ
な
い
場

合
、
８
月
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

提
出
先

福
祉
課
（
広
瀬
●庁
）

※
市
民
課
、
広
瀬
・
伯
太
各
●地

で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

※
該
当
者
に
は
、
７
月
末
に
必

要
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

市民が一体となって地域の清掃活動を行

う「クリーンアップ安来デー」に、4,741

人の皆さんに参加していただき、２，５３５㌔

のごみを回収することができました。

市民一人一人の行動が、地域の環境美化

につながります。ご協力ありがとうござい

ました。

・実施日…安来地域（６月９日）

広瀬地域（６月 23 日）

伯太地域（６月 30 日）

■市では、ボランティアの清掃活動を随時

受け付けています。実施の計画がありま

したら、事前にご相談ください。

ククリリーーンンアアッッププ安安来来デデーー

ごごごごごごごごごご協協協協協協協協協協力力力力力力力力力力

あああああああああありりりりりりりりりりががががががががががととととととととととうううううううううう

ごごごごごごごごごござざざざざざざざざざいいいいいいいいいいままままままままままししししししししししたたたたたたたたたた

●問環境政策課
℡２３‐３１００

参参加加者者はは、、

３３日日間間でで44,,774411人人。。

回回収収さされれたたごごみみはは、、

22,,553355㌔㌔。。

行行

政政

乗用型で最高時速が 35 ㌔未満の農耕作業用自動車や

小型特殊自動車は、軽自動車税の課税対象となります。

これらの車両を取得した人や、未申告の車両を所有

している人は、速やかに軽自動車税の申告手続きを行

い、標識（ナンバープレート）の交付を受けてください。

乗用トラクタなどの農耕作業用自動車や小型特殊

自動車は、「軽自動車税の申告」が必要です

※公道を走行しない（工場内や田畑でしか使用し

ない）車両も課税の対象となります。

※現在、使用していない車両でも、所有していれ

ば課税の対象となります。

農耕作業用自動車

（乗用型で、最高時速 35 ㌔未満の車両）

・トラクタ、コンバイン、田植機など

次の車両は軽自動車税の申告が必要です

小型特殊自動車

・フォークリフト、

ショベルローダなど

●申●問税務課 ℡２３‐３０４０

２０



平
成
２６
年
安
来
市
成
人
式
実
行

委
員
会
「
新
成
人
ス
タ
ッ
フ
」

を
募
集
し
ま
す

●申
●問
地
域
振
興
課

℡
２３‐
３
０
７
１

℻
２３‐
３
１
５
５

メ
ー
ル

chiikishinkou@
city.

ya
sug
i.shim

a
ne
.jp

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
新
成
人
で
、
平
成
２６
年
安

来
市
成
人
式
（
平
成
２６
年
１
月

３
日
㈮
、
安
来
市
民
体
育
館
で

開
催
）
の
企
画
運
営
な
ど
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
内
容

▽
実
行
委
員
（
若

干
名
）
…
成
人
式
の
企
画
・
司

会
、
式
典
の
し
お
り
の
デ
ザ
イ

ン
な
ど
を
担
当

▽
式
典
当
日

の
ピ
ア
ノ
伴
奏
（
１
人
）

応
募
方
法

氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
（
日
中
に
つ
な
が
る
番

号
）
を
明
記
の
上
、
メ
ー
ル
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
話
な
ど
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
希
望
す
る
人

は
、
そ
の
旨
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

応
募
期
限

８
月
１６
日
㈮
必
着

※
募
集
人
数
に
達
し
次
第
、
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
他

実
行
委
員
会
の
開
催

は
、
９
月
〜
１２
月
に
数
回
を
予

定
。
（
場
所
は
安
来
中
央
●交
）

Ｊ
Ｒ
安
来
駅
に
誘
導
チ
ャ
イ
ム

を
設
置
し
ま
し
た

●問
福
祉
課

℡
２３‐

３
２
１
６

目
の
不
自
由
な
人
が
Ｊ
Ｒ
安

来
駅
を
安
全
に
安
心
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
、
駅
の
入
り
口
を

チ
ャ
イ
ム
音
で
お
知
ら
せ
す
る

「
誘
導
チ
ャ
イ
ム
」
を
設
置
し

ま
し
た
。

解体工事の期間…８月１日㈭～１０月末（予定）

工事期間中の来庁者駐車場（位置図）

至 米子

安来庁舎２号棟および４号棟は、建物の老朽化のため、次のとおり

解体工事を行います。この工事により、来庁者駐車場の一部が使用で

きなくなるため、工事期間中の駐車場は、下図のとおりとなります。

ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

工事施工範囲
※工事期間中は、この範囲内への駐車はできません。

「「安安来来庁庁舎舎２２号号棟棟・・４４号号棟棟」」解解体体工工事事ののたためめ

来来庁庁者者駐駐車車場場をを一一部部変変更更ししまますす

木

戸

川

※市のホームページおよび行政告知端末による告知放送

などでもお知らせします。

解体施設

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

安来
市民会館
駐車場

安来
商工会議所

中庭駐車場のうち
駐車できない範囲。

市民広場

駐車場

③

Ｎ

安来中央
交流センター

駐車場②

●問庁舎建設推進室 ℡２３‐３０６３

WC

安来市民会館

○

４
号
棟

●

駐車場①

１号棟

○

税務課
（固定資産税）

駐車場④

２号棟

国道９号

市道川尻３号線

●

税務課
（市民税）

３号棟

にぎわい
交流館

NTT安来電話交換所
（NTTビル）

主
要
地
方
道
安
来
木
次
線

●

１５台
（仮設）

■駐車場①が満車の場合は、

駐車場②～④に駐車してく

ださい。

■駐車場②は、ＮＴＴの施設

管理上、土日・祝日および

平日夜間（17 時 15 分～翌

朝８時 30 分）は車の出し

入れができませんのでご注

意ください。

■駐車場③は、安来市民会館

駐車場と共有です。

■駐車場④は、市議会９月定

例会の会期中は議員駐車場

となりますのでご利用でき

ません。

駐車場利用時のお願い

至 松江

２１



危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

●申
●問
島
根
県
危
険
物
保
安
協

会
連
合
会

℡
０
８
５
２‐

２２‐

６
７
５
２

対
象
者

▽
危
険
物
の
取
扱
作

業
に
新
た
に
従
事
す
る
こ
と
と

な
っ
た
人
は
、
そ
の
日
か
ら
１

年
以
内
。
（
過
去
２
年
以
内
に

免
状
の
交
付
ま
た
は
講
習
を
受

け
て
い
る
場
合
は
、
交
付
日
ま

た
は
受
講
日
以
後
に
お
け
る
最

初
の
４
月
１
日
か
ら
３
年
以

内
）

▽
前
回
の
講
習
を
受
け
た
後
、

引
き
続
き
危
険
物
の
取
扱
作
業

に
従
事
し
て
い
る
人
は
、
前
回

受
講
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の

４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内
。

期
日
・
場
所

８
月
３０
日
㈮
、

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

申
請
先

島
根
県
危
険
物
保
安

協
会
連
合
会
（
島
根
県
庁
内
）

申
請
期
限

８
月
２０
日
㈫

そ
の
他

▽
申
請
書
類
は
、
消

防
本
部
予
防
課
、
広
瀬
伯
太
各

分
署
、
比
田
分
駐
所
に
設
置
。

自
動
車
事
故
に
よ
る
遺
児
・
障

が
い
者
へ
の
援
護
事
業

●申
●問
独
立
行
政
法
人
自
動
車

事
故
対
策
機
構
島
根
支
所

℡
０
８
５
２‐

２５‐

４
８
８
０

●●
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸

し
付
け

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
死
亡

ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
が
い
に

な
ら
れ
た
人
の
お
子
さ
ん
に
、

無
利
子
で
育
成
資
金
を
お
貸
し

し
ま
す
。

貸
付
対
象
者

該
当
の
お
子
さ

ん
を
養
育
す
る
保
護
者
。

貸
付
金
額

▽
一
時
金
…
１５
万

５
千
円

▽
貸
付
期
間
中
…
毎

月
２
万
円
。

●●
介
護
料
の
支
給

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
脳
や

せ

き

ず

い

脊
髄
、
胸
腹
部
臓
器
に
損
傷
を

受
け
た
こ
と
で
重
度
の
後
遺
障

が
い
が
残
り
、
日
常
生
活
に
介

護
を
必
要
と
す
る
人
に
、
介
護

料
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

▽
①
…
自
賠
責

認
定
通
知
書
が
１
級
１
・
２
号

ま
た
は
、
２
級
１
・
２
号
の
人

（
平
成
１４
年
３
月
３１
日
以
前
に

事
故
に
遭
わ
れ
た
人
は
、
１
級

３
・
４
号
ま
た
は
、
２
級
３
・

４
号
の
人
）

▽
②
…
①
と
同

程
度
の
傷
害
を
受
け
た
と
認
め

ら
れ
る
人
な
ど
。

支
給
額

月
額
２
万
９
２
９
０

円
〜
１３
万
６
８
８
０
円
。

公
用
車
を
売
却
し
ま
す

●申
●問
管
財
課
（
車
両
）

℡
２３‐

３
０
３
３

次
の
公
用
車
を
一
般
競
争
入

札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
管
財
課
（
車
両
）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

公
売
車
両

コ
マ
ツ
ホ
イ
ー
ル

ロ
ー
ダ（
年
式
…
昭
和
５７
年
式
、

稼
働
時
間
…
１
５
６
５
時
間
、

走
行
距
離
…
７
０
５
０
㌔
、
車

検
…
平
成
２５
年
１２
月
６
日
ま
で
）

申
込
期
限

８
月
１９
日
㈪
１５
時

入
札
日

８
月
２３
日
㈮

１５
時

指定期間

５年

５年

担当課

福祉課（広瀬●庁）
℡２３‐３２１１

地域振興課
（安来中央●交）
℡２３‐３０７５

所在地

月坂町 563 番地

安来町 1365 番地

吉岡町 450 番地

施設名

安来市養護老人
ホーム鴨来荘

安来公園
（安来市民体育館）

安来運動公園

安来市施設管理運営業務の指定管理者を募集します

詳しくは、市のホームページまたは施設の担当課でご確認ください。

募集要項に定める書類を、施設の担当課へ提出してください。

（郵送可）

・法人およびその他の団体。（個人による申請はできません）

・島根・鳥取両県内に本社または営業所を有していることなど。

７月 19 日㈮～８月 16 日㈮（必着）

市で組織する選定委員会で審査後、諮問機関の指定管理者選

定審議会で最終予定者を決定します。

最終予定者については、市議会の議決を経た後、指定管理者

として指定します。

市では、公の施設の管理運営を効果的・効率的に行うため、

一部の施設で指定管理者制度を導入しています。このうち、平

成 25 年度で指定期間が満了となる施設について、平成 26 年

度から管理運営を行っていただく団体を募集します。

あなたのノウハウで公共施設サービスを活性化

▲公売する車両

募集する施設

申請資格

申請方法

募集期間

選定方法
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県
立
盲
学
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
を
開
催
し
ま
す
（
要
申
込
）

●申
●問
島
根
県
立
盲
学
校
・
花
谷

℡
０
８
５
２‐

３６‐

８
２
２
１

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
、

学
校
・
医
療
・
労
働
機
関
の
関

係
者
を
は
じ
め
、
広
く
盲
学
校

に
関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
開

催
し
ま
す
。

日
時

８
月
２９
日
㈭
・
９
月
３０

日
㈪
各
１０
時
〜
１２
時
４０
分

場
所

島
根
県
立
盲
学
校
（
松

江
市
西
浜
佐
蛇
町
４
６
８
）

内
容

学
校
の
概
要
説
明
、
視

覚
障
が
い
者
へ
の
支
援
グ
ッ
ズ

の
紹
介
、
学
校
・
寄
宿
舎
の
紹

介
（
見
学
）
な
ど
。

そ
の
他

希
望
者
に
は
、
午
後

か
ら
、
個
別
の
相
談
、
理
療
科

授
業
体
験
を
行
い
ま
す
。

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
（
夏
期
）

●申
●問
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団

℡
０
８
５
２‐

２８‐

０
６
９
４

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る

面
接
、
情
報
提
供
を
行
う
就
職

面
接
会
で
す
。

日
時
・
場
所

８
月
１３
日
㈫
１３

時
〜
１６
時
、
く
に
び
き
メ
ッ
セ

対
象
者

平
成
２６
年
３
月
大
学

等
卒
業
予
定
者
お
よ
び
大
学
等

卒
業
後
３
年
以
内
の
未
就
職
者

ま
た
は
県
内
就
職
を
希
望
す
る

人
。
一
般
求
職
者
Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン

就
職
を
希
望
す
る
人
。

参
加
企
業

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

し
ま
ね
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

順
次
掲
載
。

第
２１
回
「
し
ま
ね
景
観
賞
」
募

集●申
●問
島
根
県
景
観
政
策
室

℡
０
８
５
２‐

２２‐

６
１
４
３

魅
力
あ
る
島
根
の
景
観
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
る
建
造
物
な

ど
を
募
集
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
応
募
で
き
ま
す
。

募
集
部
門

▽
ま
ち
・
み
ど
り
・

活
動

▽
土
木
施
設

▽
公
共

建
築
物

▽
民
間
建
築
物

▽

屋
外
広
告
物
・
そ
の
他

応
募
期
間

年
間
を
通
し
て
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
※
第
２１
回

の
応
募
期
限
は
８
月
３１
日
㈯

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
資
料
を
添
え

て
提
出
。
応
募
用
紙
は
、
県
景

観
政
策
室
、
市
建
築
住
宅
課
（

広
瀬
●庁
）
に
設
置
。
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
可
。

乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

８
月
８
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
３
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

８
月
８
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
１０
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

８
月
２２
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２４
年
１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

８
月
２２
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２２
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
当
日
朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

８
月
２１
日
㈬
１３
時
１５
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

８
月
２０
日
㈫
▽
５
〜
６

カ
月
児
…
９
時
４５
分
〜
１０
時

▽
９
〜
１１
カ
月
児
…
１３
時
３０
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

申
込
期
限

８
月
１６
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
教
室
の
進
め
方
」

（
４
か
月
児
健
診
時
に
配
布
）
、

参
加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

い
ず
れ
も
母
子
健
康
手
帳
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●●
は
つ
ら
つ
☆
マ
タ
ニ
テ
ィ

ル
ー
ム
♪

日
時
・
場
所

８
月
４
日
㈰
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

対
象

妊
娠
６
カ
月
以
降
の
妊

婦
と
そ
の
夫
。

内
容

助
産
師
の
お
話
、
マ
タ

ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
情
報
提
供
な
ど
。

申
込
期
限

８
月
２
日
㈮

そ
の
他

動
き
や
す
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●●
ほ
っ
と
マ
マ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
交
流
会
♪

日
時
・
場
所

８
月
２５
日
㈰
１０

時
〜
１１
時
５０
分
、
広
瀬
●健
（
１

ク
ー
ル
３０
分
を
３
回
実
施
）

対
象

お
お
む
ね
妊
娠
６
カ
月

未
満
の
妊
婦
と
そ
の
夫
。

内
容

妊
婦
同
士
の
交
流
会
。

申
込
期
限

８
月
２３
日
㈮

保保

健健

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

イベント情報
QRコード
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妊
婦
歯
科
検
診
（
無
料
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
場
所

８
月
２５
日
㈰
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
５
月
〜
７
月

に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
人
。
（
対
象
者
に
は
、
７

月
下
旬
に
受
診
時
間
を
記
載
し

た
予
約
票
を
お
送
り
し
ま
す
）

内
容

歯
科
検
診
、
歯
科
相
談
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
検

診
票
、
予
約
票
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、

歯
ブ
ラ
シ
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

●●
子
育
て
支
援
講
演
会
「
子
ど

も
の
育
ち
と
向
き
合
お
う
」

（
託
児
あ
り
・
要
申
込
）

子
ど
も
の
育
ち
を
感
じ
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
べ

き
か
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
場
所

８
月
２７
日
㈫
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

講
師

島
根
大
学
教
授
・
原
広

治
氏
。

●●
ロ
ケ
ッ
ト
く
れ
よ
ん
の
歌
遊

び
（
要
申
込
）

ロ
ケ
ッ
ト
く
れ
よ
ん
と
一
緒

に
、
親
子
で
歌
遊
び
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

８
月
１６
日
㈮
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

早
期
就
職
を
目
指
す
シ
ニ
ア
の

た
め
の
技
能
講
習
「
パ
ソ
コ
ン

操
作
基
礎
講
習
」
（
無
料
）

●申
●問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

℡
０
１
２
０‐

７８‐

１
１
４
２

実
習
に
加
え
、
就
活
支
援
セ

ミ
ナ
ー
と
企
業
と
の
面
接
会
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
技
能
講
習
で

す
。
昨
年
度
は
約
62
％

の
人

が
早
期
に
就
職
し
ま
し
た
。

日
時
・
場
所

９
月
１２
日
㈭
〜

９
月
２７
日
㈮（
平
日
の
９
日
間
）

１０
時
〜
１６
時
、
島
根
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
松
江
市
西
川
津
町
）

対
象

５５
歳
以
上
の
人
。

申
込
期
限

８
月
２９
日
㈭

定
員

２０
人
。

２期

４回目

―

―

１期終了

後に接種

１期

追加接種

３回目

―

―

初回接種

２回目

６～28日の間隔で

２回接種

―

―

１回目

―

―

標準的

な接種

年齢

３歳

４歳

９歳

接種期間

生後６カ月

～

90カ月未満

９歳～

13歳未満

２期

４回目

９歳以降に

１期追加接

種後６日以

上の間隔で

接種。

※おおむね

５年の間隔

が望ましい

とされてい

ます。

１期

追加接種

３回目

初回接種後

おおむね１

年後に接種

６日以上の間隔で２

回接種

６日以上の

間隔で接種

接種済み

初回接種

２回目

６～28日の間隔で

２回接種

接種済み

接種済み

１回目

接種済み

接種済み

接種済み

現在の接種状況

全く受けていな

い人

初回接種のうち

１回目しか受け

ていない人

初回接種しか受

けていない人

１期しか受けて

いない人

予約が必要です。（予診票は医療機関に設置しています）

安来第一病院（℡２２-３４１１）、吉岡病院（℡２２-２０６５）

森脇医院（℡２８-８６３５）、吉田医院（℡２２-２０６４）

渡部医院（℡２２-２４８６）、金藤内科小児科医院（℡２８-６６８８）

杉原医院（℡２３-１２３６）、杉原医院大塚分院（℡２７-０８８８）

杉原クリニック（℡２２-１２２２）、安来市立病院（℡３２-２１２１）

河村医院（℡３２-２４３６）、朝山医院（℡３２-２４３９）

常松医院井尻診療所（℡３７-１１２５）

常松医院赤屋診療所（℡３８-０６３４）

●平成７年４月２日～平成１９年４月１日に生まれた人

（２０歳に到達すると接種できません）

生後６カ月～13 歳未満の人。

※平成 17 年度から平成 21 年度までの間

に接種の機会がなかった人（平成７年

４月２日～平成 19 年４月１日生まれの人）

は、20 歳未満の間に無料で接種できます。

母子健康手帳で接種歴をご確認の上、残りの

必要回数を接種してください。

初回接種後おおむ
ね１年後に接種

日本脳炎予防接種（接種無料）

●問子ども未来課 ℡２３‐３２０９

接種できる市内の医療機関

対 象 者

接種方法

接種方法

教教
室室
・・
講講
座座

２４



安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

※
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

８
月
５
日
㈪
・
１２
日
㈪
・

２６
日
㈪
１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

１
回
３
０
０
０
円
。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
パ
ソ

コ
ン
、
デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
エ
ク
セ
ル

初
級
夜
間
コ
ー
ス
」

日
時

８
月
２３
日
㈮
〜
９
月
１０

日
㈫
の
間
の
毎
週
火
・
金
曜
日

（
６
日
間
）
１７
時
３０
分
〜
１９
時

３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象

▽
定
員
１５
人
（

５
人
以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

幼
児
期
運
動
・
体
力
向
上
指
導

者
講
習
会
「
元
気
い
っ
ぱ
い
に

遊
ぶ
子
ど
も
を
目
指
し
て
」

（
無
料
）

●申
●問
地
域
振
興
課

℡
２３‐

３
０
７
５

小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の

運
動
指
導
に
関
わ
る
人
お
よ
び

関
心
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
子

ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
運

動
遊
び
を
中
心
と
し
た
指
導
法

に
つ
い
て
講
習
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
・
内
容

８
月
２４
日
㈯

▽
講
義（
９
時

５０
分
〜
１２
時
、
安
来
中
央
●交
）

▽
実
技
（
１３
時
〜
１４
時
４０
分
、

十
神
小
学
校
体
育
館
）

講
師

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
教

育
学
部
准
教
授
・
佐
藤
善
人
氏
。

申
込
期
限

８
月
２
日
㈮

持
ち
物

筆
記
用
具
、
運
動
の

で
き
る
服
装
（
上
履
き
）
、
な

わ
と
び
、
タ
オ
ル
、
飲
料
水
。

「
外
国
人
対
象
の
日
本
語
教

室
」
参
加
者
募
集
（
無
料
）

●申
●問
社
日
●交
℡
２３‐
２
０
４
８

ど
な
た
で
も
、
い
つ
か
ら
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

社
日
交
流
セ
ン
タ
ー
・
人
権

を
守
り
育
て
る
会
で
は
、
島
根

県
の
委
託
事
業
「
み
ん
な
で
学

ぶ
人
権
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

を
始
め
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
知
り
合
い
で
、

参
加
し
た
い
人
が
お
ら
れ
ま
し

た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

毎
週
水
曜
日
１３

時
３０
分
〜
１６
時
、
社
日
●交

十
神
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
化
講
演

会
「
み
ん
な
す
て
き
な
お
と
う

さ
ん
！
お
か
あ
さ
ん
！
（
人
間

関
係
が
１０
倍
よ
く
な
る
き
き
方
っ

て
ど
ん
な
き
き
方
！
？
）
」

（
要
申
込
・
託
児
あ
り
）

●申
●問
十
神
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
化

部
（
足
立
）
℡
２２‐

２
０
１
０

子
ど
も
や
家
族
に
対
し
て「
聴

く
」
が
で
き
る
だ
け
で
、
笑
顔

の
輪
が
広
が
り
ま
す
。
子
育
て

中
の
人
は
も
と
よ
り
、
子
ど
も

に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
に
聞
い

て
い
た
だ
き
た
い
お
話
で
す
。

日
時
・
場
所

９
月
４
日
㈬
１９

時
〜
２０
時
３０
分
、
安
来
中
央
●交

講
師

鳥
取
大
学
医
学
部
総
合

医
学
教
育
セ
ン
タ
ー
学
部
教
育

支
援
室
准
教
授
・
高
塚
人
志
氏
。

そ
の
他

定
員
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

（
無
料
・
要
予
約
）

●申
●問
サ
ポ
ス
テ
松
江

℡
０
８
５
２‐

３３‐

７
７
１
０

日
時
・
場
所

８
月
８
日
㈭
１１

時
〜
１６
時
、
安
来
中
央
●交

対
象

お
お
む
ね
１５
〜
４０
歳
の

人
ま
た
は
、
家
族
・
保
護
者
。

内
容

就
労
、
社
会
と
関
わ
り

に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
。

申
込
期
限

８
月
６
日
㈫

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

●申
●問
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

℡
０
１
２
０‐

１
１
４‐

２
３
４

日
時
・
場
所

８
月
１７
日
㈯
１３

時
〜
１７
時
、
島
根
県
司
法
書
士

会
館
（
松
江
市
南
田
町
）

内
容

相
続
、
遺
言
、
不
動
産

売
買
、
名
義
変
更
登
記
、
お
金

の
貸
し
借
り
、
借
金
、
悪
質
商

法
、
会
社
登
記
、
裁
判
、
調

停
、
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財

産
管
理
な
ど
。

そ

の

他

予
約
優
先

（
予
約
は
平
日
１２
時
３０

分
〜
１５
時
３０
分
）

相相

談談

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

第３回「日本でいちばん大切にした

い会社」大賞で、審査委員会特別賞を

受賞した、株式会社さんびる（本社：

松江市）の取り組みを紹介します。

８月５日㈪

14 時 10 分～15 時 10 分

安来市学習訓練センター

命輝きあおう！

社員同志お客様の心で！

株式会社さんびる

代表取締役 田中正彦氏

どなたでも参加できます

（入場無料）

企業等人権・同和問題研修会

●問人権施策推進課 ℡２３‐３０９５

日 時

場 所

演 題

講 師

その他

２５



心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

日
時
・
場
所

８
月
１
日
㈭
・

６
日
㈫
・
２９
日
㈭
１３
時
３０
分
〜

１５
時
３０
分
、
松
江
保
健
所

内
容

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
と
問
い
合
わ
せ
先

は
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談

▽
安
来
会
場
…
９

時
〜
１６
時
、
広
瀬
会
場
…
１３
時

〜
１６
時
、
伯
太
会
場
…
１０
時
〜

１５
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡

２３‐

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
〜
１２
時
、
市
民
相
談
室

℡
２３‐

３
０
６
８

行
政
相
談
所

▽
安
来
・
広
瀬

会
場
…
９
時
〜
１２
時
、
伯
太
会

場
…
１０
時
〜
１５
時

▽
市
民
相

談
室
℡
２３‐

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
〜

１２
時

▽
人
権
施
策
推
進
課
℡

２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談
（
要
予
約
）

▽
安

来
会
場
９
時
３０
分
〜
１７
時
、
広

瀬
会
場
９
時
〜
１２
時

▽
い
き

い
き
健
康
課
℡
２３‐

３
２
２
０

ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

（
参
加
無
料
）

６０
回
目
を
迎
え
る
安
来
市
自

治
会
親
善
野
球
大
会
の
開
催
を

記
念
し
て
、
ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
（
球
速
測
定
）
を
行

い
ま
す
。

●問
地
域
振
興
課
℡
２３‐

３
０
７
５

日
時
・
場
所

８
月
１３
日
㈫
８

時
〜
１４
時
、
安
来
運
動
公
園
サ

ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
象

小
学
生
以
上
の
人
。

計
測
方
法

一
人
３
球
ま
で
。

計
測
距
離
（
使
用
球
）

▽
小

学
生
と
女
性
…
１６
㍍
（
軟
式
野

球
ボ
ー
ル
Ｃ
号
）
▽
中
学
生
以

上
（
女
性
を
除
く
）
…
１８
・
４４

㍍
。
（
中
学
生
は
同
Ｂ
号
、
高

校
生
以
上
は
同
Ａ
号
）

表
彰

上
位
記
録
者
に
は
表
彰

お
よ
び
記
念
品
を
贈
呈
。
ピ
タ

リ
賞
、
飛
び
賞
な
ど
も
設
置
。

そ
の
他

申
し
込
み
不
要
。
当

日
会
場
に
て
受
け
付
け
し
ま
す
。

安
来
市
加
納
美
術
館
か
ら
お
知

ら
せ

●申
●問
安
来
市
加
納
美
術
館

℡
３６‐

０
８
８
０

℻
３６‐
０
８
８
１

メ
ー
ルa

rt-ka
no@
d
ojyokko.

ne
.
jp

●
人
間
国
宝
の
名
碗
に
ふ
れ
る

茶
会お

茶
碗
の
造
形
・
表
情
・
重

さ
・
高
台
な
ど
、
手
に
と
っ
て

お
愉
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
１１
日
㈰

１０
時
〜
・
１３
時
〜

（
美
術
館
観
賞
後
、

茶
室
「
如
水
庵
」
に

て
呈
茶
）

場
所

安
来
市
加
納

美
術
館

料
金

２
０
０
０
円

（
美
術
館
入
館
料
を
含
む
）
。

申
込
期
限

８
月
６
日
㈫

か
ん
ら
い

●
加
納
莞
蕾
展
「
講
演
会
」

日
時

８
月
２５
日
㈰
１３
時
３０
分

〜
１５
時

場
所

布
部
●交
（
美
術
館
隣
）

演
題

加
納
辰
夫
（
莞
蕾
）
の

洋
画
と
浜
田

講
師

浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美

術
館
学
芸
課
長
・
神
英
雄
氏
。

三遊亭円楽、春風亭昇太、ロケット団、三遊亭楽大

１０月２３日㈬１８時３０分開演（開場１８時）

安来市民会館、安来市民体育館、デジタ

ル工房いちかわ（プラーナ内）、カメラの

ハマダ（本店）ほか。

一 般：前売り２，０００円（当日２，５００円）

高校生以下：前売り１，０００円（当日１，５００円）

※全席自由席です。

※宝くじの助成により、特別料金となっています。

※前売券は７月 25 日㈭より販売します。

※前売りで完売した場合は、当日券はございません。

三三遊遊亭亭円円楽楽春春風風亭亭昇昇太太二二人人会会

未就学児のご同伴・ご入場はご遠慮ください。

人気番組“ 笑点” でおなじみの、三遊亭円楽と春風

亭昇太による二人会です。

イイ
ベベ
ンン
トト

安来市民会館

安来市
自治会親善野球大会

第60 回記念事業

●問さくら総合スポーツクラブ
（安来市民会館内） ℡２２‐３３０８

宝くじ文化公演

前売券発売所

日 時

会 場

出 演

入場料

その他

▲「赤絵魚文平茶碗」
人間国宝 石黒宗麿作

▲「竹染付茶碗」
人間国宝 近藤悠三作

２６



ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
in
境
港

●問
美
保
基
地
渉
外
室

℡
０
８
５
９‐

４５‐

０
２
１
１

日
時

９
月
７
日
㈯
１８
時
３０
分

〜
２０
時
３０
分
（
１８
時
開
場
）

場
所

境
港
市
民
会
館

演
奏

航
空
自
衛
隊
西
部
航
空

音
楽
隊
（
福
岡
県
春
日
市
）

そ
の
他

入
場
無
料
で
す
が
、

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

（
境
港
市
民
会
館
、
境
港
市
役

所
、
米
子
募
集
事
務
所
、
美
保

基
地
な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。
８
月
以
降
に
設
置
）

第
３
回
親
か
ら
は
じ
め
る
縁
結

び
交
流
会
（
無
料
）

●申
●問
島
根
県
少
子
化
対
策
推
進
室

℡
０
８
５
２‐

２２‐

６
４
７
５

子
ど
も
に
代
わ
り
親
同
士
が

お
見
合
い
を
し
て
、
お
互
い
の

情
報
交
換
な
ど
を
行
う
交
流
会
。

日
時
・
場
所

９
月
２９
日
㈰
１３

時
３０
分
〜
、
ホ
テ
ル
宍
道
湖

（
松
江
市
西
嫁
島
）

内
容

▽
婚
活
に
役
立
つ
セ
ミ

ナ
ー

▽
情
報
交
換
会
。

対
象

子
ど
も
本
人
が
結
婚
を

望
ん
で
い
る
親
。
（
親
が
交
流

会
に
参
加
し
、
代
理
で
婚
活
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
子
ど
も
が

同
意
し
て
い
る
こ
と
）

募
集
人
員

男
女
各
１５
人
。

申
込
期
限

８
月
２３
日
㈮
必
着

第
一
中
学
校
現
校
舎
の
見
学
に

つ
い
て

●問
安
来
市
立
第
一
中
学
校

℡
２２‐

２
２
５
０

校
舎
改
築
に
伴
い
、
来
年
取

り
壊
し
予
定
の
現
校
舎
の
見
学

を
受
け
付
け
ま
す
。

半
世
紀
以
上
の
歴
史
を
刻
ん

で
き
た
校
舎
を
見
学
し
、
大
切

な
思
い
出
を
語
り
合
っ
た
り
、

写
真
を
納
め
た
り
な
さ
い
ま
せ

ん
か
。
（
事
前
の
申
込
不
要
）

日
時

８
月
１２
日
㈪
〜
８
月
１６

日
㈮
９
時
〜
１６
時

広
報
紙
の
掲
載
誤
り
に
つ
い
て

７
月
号
の
広
報
紙
（
６
月
２０

日
発
行
）
に
掲
載
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
訂
正
個
所
は
次
の
と

お
り
で
す
の
で
、
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

●
訂
正
個
所

①
７
ペ
ー
ジ
目
３
段
目
「
国
保

税
軽
減
割
合
の
算
定
方
法
」
と

題
す
る
表
中
４
段
目

（
誤
）
３
万
円
＋
３５
万
円
×（
被

保
険
者
数
）
以
下

（
正
）
３３
万
円
＋
３５
万
円
×（
被

保
険
者
数
）
以
下

②
１４
ペ
ー
ジ
目
「
た
う
ん
と

ぴ
っ
く
す
」
上
か
ら
２
番
目
の

記
事「
願
い
込
め
て
ア
ユ
放
流
」

の
本
文
１０
行
目

（
誤
）
塩
見
堅
太
朗
く
ん
。

（
正
）
塩
見
賢
志
朗
く
ん
。

③
２３
ペ
ー
ジ
目
「
や
す
ぎ
月
の

輪
ま
つ
り
行
事
日
程
・
参
加
者

募
集
の
お
知
ら
せ
」
２
段
目
右

か
ら
１
行
目
の
前
に

に
、
行
事
名
「
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
」
の
掲
載

が
漏
れ
て
い
ま
し
た
。

ややすすぎぎ

環環境境フフェェアア

飯梨川河川敷（広瀬絣センター前）

自然エネルギーについて学ぶ教室や、昨

年好評だった飯梨川の水生生物を観察する

「川辺の教室」、市内外の企業・団体による

ブース出展など、多くの企画を実施します。

９月８日㈰１０時～１５時

●問環境政策課 ℡２３‐３１０２

テテーーママはは
「「自自然然ののチチカカララ」」

日時

場所

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

８月２３日㈮・２４日㈯１５時～２０時３０分

夕涼みストリート（明治町～中市場商店街通り）では

●ステーイベント（１７時３０分～２０時１５分）

～ワインソムリエが選ぶおすすめワイン～
一杯５００円（おつまみ付き）。
数量限定。前売券発売中。
※山陰初のシニアソムリエ・前田巻さ
ん（安来市在住）プロデュース。

やすぎ懐古館一風亭を拠点に、東西（商

店通り）に屋台やフリーマーケットが並ぶ

「夕涼みストリート」が出現します。

約２０軒の屋台、ワークショップで商店街が熱くな

る。いつものお店もオリジナル企画でお出迎え。

ややすすぎぎ夕夕涼涼みみフフェェスステティィババルル

どじょうすくい、あてくじなど。

●問やすぎ懐古館一風亭 ℡２３‐０００７

●手打ちそば実演販売

※２３日㈮１９時３０分～

よしととひうた

ライブステージ（歌と紙芝居）

そそ
のの
他他

やすぎ懐古館一風亭では

●一風亭立ち飲みワインバー

●縁日コーナー

夜夜市市にに
行行ここうう

よよ！！

日時

２７




